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pA法 (-),ルミパルス ICLEIA法 :(-),AxSYM ･MEIA
法:(+),Westemblot法 :卜),HIや1RNA定量 :4･0×102






















































































































































































冊 川汀 ,藤旧情･-･,小林 勉
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般細菌 と貴簡 を使用 した.一般細菌からのDNAは
AclrOmOpeptidase,ProteinaseX,加熱処理して抽出した.
DNAの増幅は23SrDNAと16SrDNAに挟まれた領域をユニバー
サルプライマーを用いて行った.寅蘭からのDNA摘出はすで
に報告した方法により行い,DNAの脚 幅は5.8SrDNAとその両
端のinternaltranscribedspacerregionを特異的に増幅する3種
類のユニバーサルプライマーを用いるmultiplexPCRにより行
った.また,グラム報色馴牡の血紋培登ボトル124検体につい
て,上記と同様に処理後.核酸抽出用キットを周いて
prospectiveにDNAを細川LPCRを行った,酬高産物のサイズ
はアガロースゲル篭気泳動法(4.5V/cmで3時間)とマイクロチ
ップ閥衆泳動法(ME)(4分)により求めた.
Streptococcus属では1本,Enterococcus属では2本,
StaJThylococcus属では1-5本,ブドウ糖非醗酵グラム陰性菌で
は1本,腸内細閥では1-⇒2本,奥歯ではすべての菌株におい
て明瞭な2本のバンドを認めた.これらのバンドサイズは-那
の酬蘭を除き,属または椀レベルで異なっていた.また,
MSSAとMRSAの鑑別も可能であった.血液培養ボトルでは
mixed瓜oraの2検体を除き,泳動パター ンから蘭種レベル(また
は周)の同定が可能であった.
今回の方法ではユニバーサルプライマーを用いているため,
2種類以上の寅蘭または細菌が存在している場合には同定が困
雛である.さらに,今後多数の微生物について検討されると,
類似のパターンが多数出現することも予想される.しかし,也
液培養や髄液において本法の有用性は高く,ME法はより簡
便 弓迅速なバンド検出法として価値がある.
